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塙保己一史跡めぐりを実施 

９月１２日（日）午前、市民大学講座との

共催により塙保己一史跡めぐりを実施いた

しました。参加者は３８人、コ－スはセルデ

ィを出発し、塙保己一記念館へさらに塙保己

一の墓の約６ｋｍを歩いて見学しました。 

当日は朝から温度が上がり心配されまし

たが参加者全員が元気にゴ－ルいたしまし

た。なお説明者として荒井一夫さんが同行

し、参加者は午後の遺徳顕彰祭に参加した方

もおられました。

塙保己一史跡めぐり 

綱川泰典氏

第４回塙保己一賞表彰式を開催 

本年も１２月１８日（土）午後１時からセルディに於いて

第４回塙保己一賞表彰式を開催します。この賞は障害があり

ながら不屈の努力を続け顕著な活動をしている方や障害者の

ために様々な貢献をしている方に贈られます。なお、受賞さ

れる方は次の方々です。

・大賞 長谷川 貞夫氏（７５歳 東京都） 

 コンピュ－タを用い点字で漢字を作る「六点漢字体系」の

完成や「ヘレンケラ－ホン」を実用化させた。

・奨励賞 遠藤 隆行氏（３２歳 埼玉県） 

 平成２２年バンク－バ－冬季パラリンピックに出場しアイ

ススレッジホッケ－の種目で銀メダル。

・貢献賞 毎日新聞社 点字毎日部（編集長 岡田満里子氏） 

（大阪府）大正１１（１９２２）年以来、視覚障害者が自ら読むことのできる新聞を発行。国内、

世界でも唯一である。・貢献賞 高橋 昌巳氏（７９歳 東京都）鍼灸医学系を中心に点字・録音図

書を出版。また当日は日本初のプロの盲目フル－ト奏者 綱川泰典氏、ピアノ伴奏 増沢真実氏に

よる記念コンサ－トも開催されます。 

本庄市塙保己一記念館にある資料紹介 

（７）温故堂塙先生伝

 この史料は、塙記念館所蔵文書「塙検校略伝」の一部です。「塙

先生肖像」の左側には「先生常に倹素にして美食を好まず、殊に

甚だ酒を憎めり」と書かれていますが、自己を厳しく律し、贅沢

を戒めていたものと思われます。

 この肖像画は、森観斎の筆ですが、「人の肖像世に多しといへ

ども、此図の如くよく似たるはいとまれなり」とあります。



顕彰会の会員を募集しています 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会は、塙保己一先生の遺徳を 

顕彰し、幅広い啓発活動を行っています。まだ継続手続きを 

されていない方は会費の納入をお早めにお願いいたします。 

 また、会員の皆様も、お知り合いの方をご紹介していただ 

きますようお願いいたします。 

 年会費

  個人会員 一口 千円、 賛助会員（団体） 一口 一万円

 入会と会費納入の受付場所

  本庄市生涯学習課（中央公民館）と本庄市児玉文化会館（セルディ）で受け付けています。

  本庄市役所４階文化財保護課と児玉総合支所２階総務課では、平日にお預かりします。

※ 郵便振替でも申し込みできます。

ご寄付のお願い 

 遺徳顕彰会は会員の皆様の会費により推進されておりますが、またご寄付も募っております。

設立以後、徐々にご寄付も増えておりますが、今後もよろしくお願いします。

会員数をお知らせします 

平成１９年度末会員数 平成２０年度末会員数 平成２１年度末会員数 

個人会員    ９２３人    ７４２人    ６６７人 

賛助会員（団体）     ３３団体     ４３団体     ４４団体 

 平成２２年９月末の会員数は、個人会員７１５人、賛助会員４４団体です。 

 年度当初の会員数よりはやや増加いたしました。今後も塙先生の業績を啓発して新規会員を増や

したいと思いますので、会員の皆様のご協力をお願いいたします。 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会のホームページ 

   http://www.hanawahokiichi.org/

編集後記 

秋の日はつるべ落としといいます。暗くなるの

が早く感じられる今日このごろですが、会員の皆

様はいかがお過ごしでしょうか。さて前号でもご

紹介いたしましたが昔の温故会報の記事を載せて

みました。過去の活動が伺えるものとして今後も

紹介して行きたいと思っております。
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      総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 顕彰祭記念講演 「奉行と検校出世比べ」

                                講談師  宝井 馬琴 先生

ごあいさつ

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、塙保己一先生の遺徳の顕彰を進めております

がこれもひとえに会員の皆様のご協力により行われております。

さて、９月１２日の遺徳顕彰祭も盛大に行われました。記念講演では講談師の宝井

馬琴先生を招いて講談をいただき大勢の皆様がご満足いただけたかと思います。

現在、遺徳顕彰会では、塙保己一先生の没後１９０年、２００年に向けての事業計

画の策定を進めております。この事業を具体化するため事業部会で検討しております

ので、来年の総会には皆様にご報告できることと思います。

また１２月１８日には埼玉県と本庄市の共催による塙保己一賞の表彰式が開催さ

れます。この賞は障害がありながら顕著な活動をしている方や障害のために貢献して

いる方に贈る賞です。本年も４人の受賞が決まりましたので皆様のご参加をお待ちし

ております。

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

会 長 吉 田 信 解


